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I/r)J ユ2 33 34353637.10･一
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表 1. チミジン(dT)のNHおよびデオキシアデノシン(dA)のNN2基
の重水素化反応速度定数 (S｡｡｣ ,20℃,pH7)とその解釈 4)
夢 測 解 釈((1)式による) 温度効果 (図2参照 )から見積 もられる諸定数(かブコ内は標準偏差 )
NHJD チミジンPolyd(AT)･polyd(AT)A.polydT 82sec~10.35 ･-k =0.35sec-1Op kcalAH*-17.0(09)同 上 e.u.AS*- -2.6(38)同 上
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すのであろう｡ DNAについて知られるYoung率1･2)から, DNA二重らせんの ｢曲げ｣の
力の定数は
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